
イザヤ書６０章

イザヤ書６０章　シオンの栄光と富

　60-62章では、新しい神の民の都エルサレム、すなわちシオンの栄光と富について述べら
れる。しかし、文脈から見ると、前章までの思想と密接なかかわりを持っている。特に、59：
15以下の神の介入による永遠の契約の樹立と密接な関係を持っている。

1 起きよ。光を放て。

あなたの光が来て、

主の栄光があなたの上に輝いているからだ。

`xr"(z"　%yIl:ï[' hw"ßhy> dAbïk.W %rE+Aa ab'ä yKiä yrIAaà ymiWqï  WTT Isaiah 60:1

＜起きよ＞<光を放て>という主の語りかけ、二つの命令のことばで始まる。周囲には、無
知と罪と悲しみと破滅の象徴である「やみ」が地の上をおおっている。命令の対象はシオン

であるが、もちろん、そこに住む新しい神の民が考えられている。この二つの命令のことば

は、ことば自体に力があり、神の霊が伴っていると考えられる(59：21)。

2節　見よ。やみが地をおおい、
　　　暗やみが諸国の民をおおっている。

　　　しかし、あなたの上には主が輝き、

　　　その栄光があなたの上に現れる。

~yMi_aul. lp,Þr"[]w: #r<a,ê-hS,k;y> ‘%v,xo’h; hNEÜhi-yKi(  WTT Isaiah 60:2

`ha,(r"yE %yIl:ï[' AdßAbk.W hw"ëhy> xr:äz>yI ‘%yIl;’['w>

3節　国々はあなたの光のうちに歩み、
　　　王たちはあなたの輝きに照らされて歩む。

`%xE)r>z: Hg:nOðl. ~ykiÞl'm.W %rE+Aal. ~yIßAg Wkïl.h'w>  WTT Isaiah 60:3

　<主が輝き>は驚くべきことばである。これは、太陽が上って万物を照らす時に用いられる
動詞であって、神はもはやご自分を隠してはおられない(→8：17、45：15)。しかし、その栄
光は、新しい神の民を通して現れる。神の民は彼ら自身では輝くことはできないが、神ご自

身の啓示を受けることにより全地に輝く。ここでは、終末の日の、救いの啓示の明晰性と普

遍性が示されている。

4節　目を上げて、あたりを見よ。
　　　彼らはみな集まって、あなたのもとに来る。
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　　　あなたの息子たちは遠くから来、

　　　娘たちはわきに抱かれて来る。

%l"+-Wab'( WcåB.q.nI ~L'ÞKu yaiêr>W ‘%yIn:’y[e bybiÛs'-yai(f.  WTT Isaiah 60:4

`hn"m:)a'Te dc;î-l[; %yIt:ßnOb.W Waboêy" qAxår"me ‘%yIn:’B'

5節　そのとき、あなたはこれを見て、晴れやかになり、
　　　心は震えて、喜ぶ。

　　　海の富はあなたのところに移され、

　　　国々の財宝はあなたのものとなるからだ。

%pEÜh'yE-yKi( %bE+b'l. bx;Þr"w> dx;îp'W T.r>h;ên"w> ‘yair>Ti za'Û  WTT Isaiah 60:5

`%l") Waboïy" ~yIßAG lyxeî ~y"ë !Amåh] ‘%yIl;’['

6節　らくだの大群、
　　　ミデヤンとエファの若いらくだが、

　　　あなたのところに押し寄せる。

　　　これらシェバから来るものはみな、

　　　金と乳香を携えて来て、

　　　主の奇しいみわざを宣べ伝える。

~L'ÞKu hp'êy[ew> ‘!y"d>mi yrEÛk.Bi %Seªk;T. ~yLiøm;G> t[;’p.vi(  WTT Isaiah 60:6

`WrFE)b;y> hw"ßhy> tL{ïhit.W WaF'êyI ‘hn"Abl.W bh'Ûz" Wabo+y" ab'äV.mi

7節　ケダルの羊の群れもみな、
　　　あなたのところに集まり、

　　　ネバヨテの雄羊は、あなたに仕え、

　　　これらは受け入れられるいけにえとして、

　　　わたしの祭壇にささげられる。

　　　わたしは、わたしの美しい家を輝かす。

tAyàb'n> yleîyae %l'ê Wcb.Q"åyI ‘rd"qe !acoÜ-lK'  WTT Isaiah 60:7

`raE)p'a] yTiÞr>a;p.Ti tybeîW yxiêB.z>mi ‘!Acr"-l[; WlÜ[]y: %n<Wt+r>v'y>

4節からの段落は、1節にならって、二つの命令形で始まる。これは、バビロン捕囚からの
解放について語っているのではなく、終末の日に主に立ち返る異邦人が全地からシオンに
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集まってくる情景について預言しているのである(→43：5-7、49：12、57：14、62：10)。<
喜ぶ>は、直訳「広くなる」(欄外注)。「心が広くなる」ことは、ヘブル語では、「喜び」と共に「自
由」をも意味する。<ミデヤン>→9：4.<エファ>はミデヤン族の一つで、アカバ湾の東に住ん
だ(創 25：4)。<シェバ>は、イザヤ書ではここだけに用いられる地名であるが、聖書では「シ
ェバの女王」で有名である(Ⅰ列 10：1-10)。現今のサウジ・アラビヤの中心部の地域に対する

古代の名称。石油の代わりに、乳香、没薬、肉桂などを扱って、大いに富を作った。<ケダル
>→21:16-17注解。<ネバヨテ>はイシュマエルの長子で、ケダルの兄(創 25：13、28：
9、36：3)。北部アラビヤのイシュマエル人の牧畜民族を指す。羊の飼育で有名である。

8節　雲のように飛び、

　　　巣に帰る鳩のように飛んでくる者は、だれか。

`~h,(yteBorUa]-la, ~ynIßAYk;w> hn"yp,_W[T. b['äK' hL,aeÞ-ymi  WTT Isaiah 60:8

9節　まことに、島々はわたしを待ち望み、

　　　タルシシュの船は真っ先に、

　　　あなたの子らを遠くから来させ、

　　　彼らの金銀もいっしょに、

　　　あなたの神、主の名のために、

　　　イスラエルの聖なる者のために運んでくる。

　　　主があなたを輝かされたからである。

hn"ëvoarIåB' ‘vyvir>T; tAYÝnIa\w" WW©q;y> ~yYIåai Ÿyliä-yKi(  WTT Isaiah 60:9

 hw"åhy> ‘~vel. ~T'_ai ~b'Þh'z>W ~P'îs.K; qAxêr"me( ‘%yIn:’b' aybiÛh'l.

`%r")a]pe yKiî laeÞr"f.yI vAdïq.liw> %yIh;êl{a/

　6-7節では、南の陸地からの民と富がシオンに来ることについて述べたが、8-9節では、西
の海の方に目を向ける。<雲のように飛び>以下は、船の速さのたとえである。<タルシシュ>
→2：16注解。<イスラエルの聖なる者>→1：4注解。

10節　外国人もあなたの城壁を建て直し、

　　　その王たちもあなたに仕える。

　　　実に、わたしは怒って、あなたを打ったが、

　　　恵みをもって、あなたをあわれんだ。

yKiÛ %n<Wt+r>v'y> ~h,Þykel.m;W %yIt;êmoxo ‘rk'nE-ynE)b. WnÝb'W  WTT Isaiah 60:10
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`%yTi(m.x;rI) ynIßAcr>biW %ytiêyKihi ‘yPic.qib.

11節　あなたの門はいつも開かれ、

　　　昼も夜も閉じられない。

　　　国々の財宝があなたのところに運ばれ、

　　　その王たちが導かれて来るためである。

WrgE+S'yI al{å hl'y>l:ßw" ~m'îAy dymi²T' %yIr:ô['v. Wx’T.piW  WTT Isaiah 60:11

`~ygI)Whn> ~h,Þykel.m;W ~yIëAG lyxeä ‘%yIl;’ae aybiÛh'l.

12節　あなたに仕えない国民や王国は滅び、
　　　これらの国々は荒廃する。

Wdbe_ayO %Wdßb.[;y:-al{ rv<ïa] hk'²l'm.M;h;w> yAGõh;-yKi(  WTT Isaiah 60:12

`Wbr"(x/y< broïx' ~yIßAGh;w>

13節　レバノンの栄光は、もみの木、すずかけ、檜も、

　　　共に、あなたのもとに来て、

　　　わたしの聖所を美しくする。

　　　わたしは、わたしの足台を尊くする。

rh"ïd>Ti vAr±B. aAbêy" %yIl:åae ‘!Anb'L.h; dAbÜK.  WTT Isaiah 60:13

`dBe(k;a] yl;Þg>r: ~Aqïm.W yviêD"q.mi ~Aqåm. ‘raep'l. wD"_x.y: rWVßa;t.W

　外国人やその王たちも、イスラエルのしもべとなって、城壁の再建に協力する。城壁が敵

の手によって破壊されたのも主から出たことであれば、それを再建するのも主ご自身の御

旨である。ここに描かれている情景は、ユダヤ人の歴史には起こらなかったことであり、こ

れからも起こらない。現在の中近東の状況に当てはめて、ユダヤ人びいきをすることは、間

違っている。なぜなら、ここに描かれているのは、終末的な新しいシオンの町に関すること

だからである。<レバノンの栄光>→35：2.< もみの木、すずかけ、檜>→41：19注解。

14節 あなたを苦しめた者たちの子らは、

身をかがめてあなたのところに来、

あなたを侮った者どもはみな、

あなたの足もとにひれ伏し、
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あなたを、主の町、

イスラエルの聖なる方のシオン、と呼ぶ。

Ww°x]T;v.hi(w> %yIN:ë[;m. ynEåB. ‘x:Ax’v. %yIl:Üae Wk’l.h'w>  WTT Isaiah 60:14

 !AYàci hw"ëhy> ry[iä ‘%l' War>q"Üw> %yIc"+a]n:)m.-lK' %yIl:ßg>r: tAPïK;-l[;

`lae(r"f.yI vAdïq.

15節 あなたは捨てられ、憎まれ、

通り過ぎる人もなかったが、

わたしはあなたを永遠の誇り、

代々の喜びの町に変える。

rbE+A[ !yaeäw> ha'ÞWnf.W hb'îWz[] %tE±Ayh/ tx;T;ó  WTT Isaiah 60:15

`rAd*w" rADð fAfßm. ~l'êA[ !Aaåg>li ‘%yTim.f;w>

16節　あなたは国々の乳を吸い、王たちの乳房を吸う。

　　　あなたは、わたしが、あなたを救う主、

　　　あなたを贖うヤコブの全能者であることを知る。

T.[;d:ªy"w> yqin"+yTi ~ykiÞl'm. dvoïw> ~yIëAG bleäx] ‘T.q.n:y"w>  WTT Isaiah 60:16

`bqo)[]y: rybiîa] %lEßa]gOw> %[eêyviAm) ‘hw"hy> ynIÜa] yKiä

シオンの苦しみと侮辱が、尊敬と栄光に変えられ、孤独と憎しみが、永遠の誉れと喜びと

繁栄に変えられる。ここではダビデ伝承が明白に確認される(1：27、2：3、4：4-5、8：
18、11：9、28：16、48：2、52：1,8、56：7)。<乳を吸う>と<乳房を吸う>は、申命記 33：19
が考えられていたかもしれない。<贖う>→35：9、41：14注解。<ヤコブの全能者>→1：24
注解。

17節　わたしは青銅の代わりに金を運び入れ、

鉄の代わりに銀、木の代わりに青銅、

石の代わりに鉄を運び入れ、

平和をあなたの管理者とし、

義をあなたの監督者とする。

aybia'ä ‘lz<r>B;h; tx;t;Ûw> bh'ªz" aybiäa' tv,xoøN>h; tx;T;ä  WTT Isaiah 60:17
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 yTiÛm.f;w> lz<+r>B; ~ynIßb'a]h' tx;t;îw> tv,xoên> ‘~yci[eh'( tx;t;Ûw> @s,k,ê

`hq")d"c. %yIf:ßg>nOw> ~Alêv' ‘%teD"qup.

18節あなたの国の中の暴虐、

あなたの領土のうちの破壊と破滅は、

もう聞かれない。

あなたは、あなたの城壁を救いと呼び、

あなたの門を賛美と呼ぼう。

rb,v,Þw" dvoï %ceêr>a;B. ‘sm'x' dA[Ü [m;’V'yI-al{  WTT Isaiah 60:18

`hL'(hiT. %yIr:ß['v.W %yIt;êmoAx ‘h['Wvy> tar"Ûq'w> %yIl"+Wbg>Bi

17節は、クレメンスが、長老と執事職の栄光について用いている有名なことばである。新

改訳のように<平和>と<義>を直接目的ととることもできるし、「あなたの管理者を平和とし、

あなたの管理者を義とする」と間接目的とすることもできる。

19節　太陽がもうあなたの昼の光とはならず、

　月の輝きもあなたを照らさず、

　主があなたの永遠の光となり、

　あなたの神があなたの光栄となる。

Hg:nÖl.W ~m'êAy rAaæl. ‘vm,V,’h; dA[Ü %L'’-hy<h.yI)-al{  WTT Isaiah 60:19

 %yIh:ßl{awE ~l'êA[ rAaæl. ‘hw"hy> %l"Ü-hy"h'w> %l"+ ryaiäy"-al{ x;rEÞY"h;

`%TE)r>a;p.til.

20節　あなたの太陽はもう沈まず、

　あなたの月はかげることがない。

　主があなたの永遠の光となり、

　あなたの嘆き悲しむ日が終わるからである。

yKiä @sE+a'yE al{å %xEßrEywI %veêm.vi ‘dA[ aAbïy"-al{  WTT Isaiah 60:20

`%lE)b.a, ymeîy> Wmßl.v'w> ~l'êA[ rAaæl. ‘%L'-hy<h.yI) hw"©hy>

再び 60章の初めの思想を展開し、シオンの輝きについて述べる。<太陽がもうあなたの昼
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の光とはならず、　月の輝きもあなたを照らさず>は、太陽と月の造られた第四日目以前の

創造伝承を思わせるが(創 1:14-19)、しかしここでは、太陽と月以前の光ではなく、主ご自身

が光となられる。もしこれが文字どおり成就するとすれば、終末の新天新地は、堕落以前の

被造世界にはるかにまさるものである。

21節　あなたの民はみな正しくなり、

とこしえにその地を所有しよう。

　彼らはわたしの栄光を現す、わたしの植えた枝。

　わたしの手で造ったもの。

rc,nEô #r<a'_ Wvr>yyIå ~l'ÞA[l. ~yqiêyDIc; ~L'äKu ‘%Me[;w>  WTT Isaiah 60:21

`raE)P't.hil. yd:Þy" hfeî[]m; Îy[;²J'm;Ð ¿A[J'm;À

22節　最も小さい者も氏族となり、

最も弱い者も強国となる。

時が来れば、わたし、主が、すみやかにそれをする。

ynIïa] ~Wc+[' yAgæl. ry[iÞC'h;w> @l,a,êl' hy<åh.yI) ‘!joQ'h;  WTT Isaiah 60:22

s `hN"v<)yxia] HT'î[iB. hw"ßhy>

19-20節ではシオン自体について述べたが、21-22節ではその住民について述べる。<正
しくなり>（ヘツァーディーク）→5：16注解。<枝>（ヘネーツェル）は旧約聖書に 4
回用いられるが(11：1「若枝」、14：19「若枝」、60：21、ダニ 11：7「芽」)、特に 11：1との
関係を考えなければならない。神は万物を造られたが、シオンの民について、特に<わた
しの植えた枝。　わたしの手で造ったもの>と呼ばれる。それは「創造の冠」である人類が、

いったん堕落し、造って下さった方を拝まず、自分の栄光の形である偶像を造って喜ん

でいたのが(44:9-20注解)、新天新地ではあるべき状態に回復されることを示している。

その目的は、創造主であり贖罪主であられる神の<栄光を現す>ことである。<時が来れ
ば、わたし、主が、すみやかにそれをする>は、出来事のスピードではなく、48:3,7に述べ
られているように、不信仰のこの世とかかわっている。
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